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＜消防情勢＞ 

１ 亘理郡の概要 

当管内は、宮城県の南端に位置し、亘理町・山元町の２町で構成され、政令指定都市「仙

台市」から南へ約３０ｋｍの距離に位置する。 

管内の東部は、太平洋に面している。北部は、阿武隈川を狭み岩沼市に隣接、西部から

北西部にかけては、角田市・丸森町に隣接している。南部は、福島県新地町と県境を接し

ている。 

交通は、南北に国道６号・ＪＲ常磐線が走り、更に仙台東部道路・常磐自動車道が通り、

広域交通網が整備されている。 

地勢は、西に阿武隈高地の一端である丘陵地が南北に走っており、国道６号を境にして

東に平地が広がり緑豊かな田園都市を形成している。 

気候は、「東北の湘南」と言われるほど温暖で、その特性を生かし全国有数のイチゴ生産

地として知られている。 
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２ 宮城県における亘理郡の位置 

３ 管 内 図 

逢隈駅 

亘理駅 

浜吉田駅 

山下駅 

坂元駅 
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４ 亘理地区行政事務組合消防本部・署所の所在地 

 

消 防 本 部・亘 理 消 防 署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
亘 理 消 防 署 山 元 分 署 

 

 

 
 
 

署 所 名 所 在 地 電 話 番 号 

亘理地区行政事務組合 

消防本部 

〒989-2351 

宮城県亘理郡亘理町字祝田

３４番地２ 

ＴＥＬ 0223(34)1155                  

1156 

ＦＡＸ 0223(34)7758 

亘理消防署 同   上 
ＴＥＬ 0223(29)4493 

ＦＡＸ 0223(34)6586 

署 所 名 所 在 地 電 話 番 号 

亘理消防署山元分署 

〒989-2201 

宮城県亘理郡山元町山寺字

石田１０番地１ 

ＴＥＬ 0223(37)1185 

ＦＡＸ 0223(37)1186 
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 区　分

  町　別

16,918

46,249

     426㎡

敷地面積

1,277㎡

昭和62年

1,045㎡

延床面積

6,163

16,552

16,918

4,687

12,231

16,654

53,20853,745

平成１9年

　　　　人　　　　　口　　　　（人）

女

平成２9年

46,249

12,415

　　　（人口・世帯数は各年１２月３１日現在）

５　町別面積・世帯数・人口調べ　　　　　

73.6

（ｋ㎡）

亘　理　町

138.2合　　　計

64.6

面　積

（世帯）

世帯数

所　在　地

区      分

男

17,282

計

６　亘理地区行政事務組合管内の推移

33,834

昭和４６年

23,53422,715

 山元分署
亘理消防署

山　元　町

　　　　（平成２9年１２月３１日現在）

6,252

７　消防庁舎の現況　　　　　　　　

平成9年

消防本部・

署　所　名

亘理町字祝田

40,467

亘理消防署

世   帯   数

人　　　口

8,460

2,390㎡

11,663

石田10番地1
山元町山寺字

　３４番地２

竣工年月日

鉄筋コンク
リート２階建

鉄筋コンク
リート２階建

構　　　造

48,325

昭和46年
3月31日

昭和46年

14,748

3月31日
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８ 亘理地区行政事務組合消防本部沿革 

年 月 日 内 容 

昭和４５．４． １ 

４．１７ 

８． １ 

１０． １ 

昭和４６．２．１６ 

３． ４ 

３．２９ 

３．３１ 

４． １ 

１０．１８ 

 昭和４７．８．１９ 

昭和４９．１． １ 

４． １ 

昭和５０．４． １ 

９．１１ 

昭和５１．７．２３ 

８．３１ 

１１．２９ 

昭和５２．４． １ 

６．１５ 

昭和５３．５．２７ 

昭和５４．１．１８ 

１．２５ 

４． １ 

５．１８ 

９．１４ 

１０．１８ 

１１． １ 

昭和５６．４． １ 

４．３０ 

昭和５７．１． １ 

昭和５８．３．１５ 

１１． ９ 

昭和５９．５．２５ 

７．１３ 

１２．２７ 

昭和６０．３．３１ 

８．２７ 

亘理地区消防事務組合設置 

政令指定を受ける 

消防本部設置 

職員１６名採用 

指令車を亘理消防本部に配置 

救急車を亘理消防署に配置 

普通消防ポンプ自動車２台を亘理消防署・山元分署に配置 

亘理消防署・山元分署庁舎落成 

亘理消防署設置(業務開始) 

職員２６名採用(亘理・山元両町より派遣職員５名) 

普通消防ポンプ自動車を亘理消防署に配置 

岩沼市消防本部と消防相互応援協定を締結する 

相馬地方広域消防本部と消防相互応援協定を締結する 

職員３名採用 

職員４名採用 

救急車を更新(日本船舶振興会より受贈)し亘理消防署に配置 

仙南地域広域消防本部と消防相互応援協定を締結する 

指令車を更新し亘理消防本部に配置 

連絡車２台を亘理消防署・山元分署に配置 

職員３名採用 

亘理消防署救助訓練塔完成 

指令車を更新(亘理ロータリークラブより受贈)し亘理消防本部に配置 

組立式 A・B・C 救助訓練塔完成 

通信指令室完成 

職員３名採用 

一斉通信指令装置配備 

救急車を更新(日本船舶振興会より受贈)し亘理消防署に配置 

水槽(2,000ℓ)付消防ポンプ自動車を亘理消防署に配置 

山元分署に救急車配置・救急業務開始 

職員４名採用 

普通消防ポンプ自動車を更新(日本損害保険協会より受贈)し山元分署に配置 

職員１名採用 

救急車を更新し山元分署に配置 

亘理地区婦人防火クラブ連合会に財団法人日本防火協会より防火広報車の寄贈

を受ける 

普通消防ポンプ自動車を更新し亘理消防署に配置 

宮城県防災消防無線局開局 

査察車を更新(有限会社オリエンタル電子より受贈)し亘理消防署に配置 

ファクシミリ設置(防災施設事業) 

救急車を更新(日本船舶振興会より受贈)し亘理消防署に配置 
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年 月 日 内            容 

１０． ９ 

昭和６１．３．１２ 

４． １ 

４． ２ 

昭和６２．６． 

昭和６３．１． 

３．２８ 

３．３１ 

４． １ 

平成元年 ３． ２ 

 

平成 ２．２． ２ 

１０． ２ 

平成 ３．３．１１ 

４． １ 

平成 ４．４． １ 

平成 ５．４． １ 

平成 ６．２．１８ 

３． ２ 

 

４． １ 

７． １ 

平成 ７．６．１５ 

平成 ８．３．３１ 

       ４． １ 

１２． １ 

１２．２８ 

 

平成 ９．３．２６ 

５． ６ 

５．２１ 

１１．２０ 

平成１０．３．２４ 

４． １ 

平成１０．５． ８ 

５．２０ 

１１． ９ 

平成１１．３．２６ 

６． ２ 

１１．１５ 

平成１２．７．２８ 

１１． ９ 

亘理消防署事務室・車庫の増改築 

亘理消防署救助訓練塔移設 

職員２名採用 

指令車を更新し亘理消防本部に配置 

査察車を更新し山元分署に配置 

連絡車を更新し亘理消防署に配置 

山元分署倉庫新築 

救急専用無線電話装置設置 

職員４名採用 

救急車を更新(全国共済農業協同組合連合会宮城県本部より受贈)し亘理消防署

に配置 

消防緊急情報システム設置 

普通消防ポンプ自動車を更新(日本損害保険協会より受贈)し山元分署に配置 

査察車を更新し亘理消防署に配置 

複合化計画により亘理地区行政事務組合と改称 

職員１名採用 

職員５名採用 

水槽(2,５00ℓ)付消防ポンプ自動車を更新し亘理消防署に配置 

救急車を更新(全国共済農業協同組合連合会宮城県本部より受贈)し亘理消防署

に配置 

職員３名採用 

職員２名採用 

財団法人日本防火協会より防火広報車を受贈し、亘理消防署に配置 

普通消防ポンプ自動車を更新し亘理消防署に配置 

職員３名採用 

職員１名採用 

救急車を更新(全国共済農業協同組合連合会宮城県本部より受贈)し山元分署に

配置 

高規格救急車(日本損害保険協会より受贈)を亘理消防署に配置 

救急救命士１名資格取得 

連絡車を山元分署に配置 

救急救命士１名資格取得 計２名 

救助工作車Ⅱ型を亘理消防署に配置 

職員１名採用 

救急救命士１名資格取得 計３名 

指令車を更新し亘理消防本部に配置 

救急救命士１名資格取得 計４名 

水槽(1,５00ℓ)付消防ポンプ自動車を山元分署に配置 

査察車を更新し亘理消防署に配置 

救急救命士１名資格取得 計５名 

資機材搬送車を更新し亘理消防署に配置 

救急救命士１名資格取得 計６名 

-6-



年 月 日 内            容 

平成１３．９．１８ 

１１．２９ 

平成１４．２．２２ 

     ４． １ 

    １１．１５ 

平成１５．３．２５ 

 ５． ７ 

１１．１０ 

平成１６．４． １ 

１１．１０ 

平成１７．３．１２ 

          ４． １ 

    ４．２２ 

      １１．１１ 

 平成１８．４． １ 

 平成１９．４． １ 

      ４．２４

平成２０．４． １ 

           ４．１７ 

         １１．  ２ 

 平成２１．４． １ 

        ４．２０ 

平成２２．４． １ 

平成２３．２．１０ 

 

３．１１ 

 

 

 

 

 

 

平成２３．４． １ 

４．１５ 

 

     ４．２１ 

 

    １０． １ 

 

平成２４．２．１４ 

 

４． １ 

連絡車を更新し亘理消防署に配置 

救急救命士１名資格取得 計７名 

２Ｂ型救急車を高規格救急車に更新し山元分署に配置 

職員２名採用 

救急救命士１名資格取得 計８名 

消防ポンプ自動車を更新し山元分署に配置 

救急救命士１名資格取得 計９名 

救急救命士１名資格取得 計１０名 

職員５名採用 

救急救命士１名資格取得 計１１名 

高規格救急車を更新し亘理消防署に配置 

職員３名採用 

救急救命士１名資格取得 計１２名 

救急救命士１名資格取得 計１３名 

職員４名採用 

職員３名採用 

救急救命士１名資格取得 計１４名 

職員２名採用 

救急救命士１名資格取得 計１５名 

高規格救急車を更新し山元分署に配置 

職員３名採用 

救急救命士１名資格取得 計１6 名 

職員５名採用 

水槽(2,000ℓ)付消防ポンプ自動車を災害対応特殊水槽(2,000ℓ)付消防ポンプ

自動車に更新し、亘理消防署に配置 

・午後２時４６分三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0 の東日本大震災が発

生し、管内は震度 6 強を観測、大津波により沿岸部は壊滅的な被害を受けた 

・緊急消防援助隊受援状況 3 月 12 日から 4 月 23 日までの延べ 43 日間に

わたり、愛知県隊、兵庫県隊、奈良県隊、福岡県隊から受援（延べ 1,115 隊、

4,033 人） 

・宮城県広域消防応援状況 3 月 1１日から 4 月 22 日まで仙南地域広域行政

事務組合消防本部から受援（延べ 43 隊、147 人） 

職員４名採用 

全国消防長会を通じて、さいたま市消防局から水槽付消防ポンプ自動車１台、

東京消防庁から指揮車１台を無償譲渡され、亘理消防署に配置 

神戸市消防局から小型動力ポンプ付水槽車１台を無償譲渡され、亘理消防署に

配置 

トヨタ自動車株式会社から乗用車１台を寄贈され、亘理地区行政事務組合に配

置 

台湾の 鄭
ツェン

水
ス イ

竹
ツ ウ

氏から救急車１台の購入費用寄付受納し、高規格救急車を更新、

亘理消防署に配置 

職員３名採用 
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年 月 日 内            容 

９．２６ 

平成２５．３． １ 

３． ７ 

      

３．１２ 

４． １ 

４． ８ 

平成２６．２．２６ 

     ４． １ 

     ４．２３ 

平成２７．４． １ 

     ４．２０ 

平成２８．４． １ 

     ４．１１ 

平成２９．２． ６ 

４． １ 

     ４．２１ 

防火広報車を更新し亘理消防署に配置 

高機能消防指令システム、消防救急デジタル無線の運用開始 

高規格救急車を更新(全国共済農業協同組合連合会宮城県本部より受贈)し山元

分署に配置 

指揮車を更新(株式会社パトライト社より受贈)し山元分署に配置 

職員６名採用       

救急救命士２名資格取得 現在数１７名 
消防ポンプ自動車を更新し亘理消防署に配置 

職員２名採用 

救急救命士１名資格取得 現在数１７名 

職員３名採用 

救急救命士２名資格取得 現在数１８名 

職員３名採用 

救急救命士１名資格取得 現在数１９名 

高規格救急車を更新し亘理消防署に配置 

職員３名採用（うち救急救命士資格取得者１名） 

救急救命士１名資格取得 現在数２１名 
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歴　　代 階　　級 名　　　前 在　　職　　期　　間

管理者 昭和４６年４月１日　 ～

亘理町長 昭和４８年１月１２日

管理者 昭和４８年１月１３日 ～

亘理町長 昭和５３年３月３１日

管理者 昭和５３年４月１日　 ～

山元町長 昭和５４年２月１９日

管理者 昭和５４年２月２０日 ～

亘理町長 昭和５７年３月３１日

昭和５７年４月１日　 ～

昭和５９年３月３１日

昭和５９年４月１日　 ～

昭和６１年６月３０日

昭和６１年７月１日 　～

昭和６２年３月３１日

管理者 昭和６２年４月１日　 ～

亘理町長 平成元年３月３１日

消防監 平成元年４月１日　　 ～

事務局長 平成４年３月３１日

消防監 平成４年４月１日　　 ～

事務局長 平成６年３月３１日

平成６年４月１日　　 ～

平成８年３月３１日

消防監 平成８年４月１日　　 ～

事務局長 平成１０年３月３１日

平成１０年４月１日　 ～

平成１1年１２月３１日

平成１２年１月１日　 ～

平成１２年３月３１日

平成１２年４月１日　 ～

平成１４年３月３１日

平成１４年４月１日　 ～

平成１６年３月３１日

平成１６年４月１日 　～

平成１８年３月３１日

平成１８年４月１日　 ～

平成２０年３月３１日

９　歴代消防長

武 田 伸 郎

山 形 勝 治

引 地 好 男

深 田 伊 三 郎

末 木 清 志

伊 藤 敏 雄

岡 本 利 美

伊 藤 敏 雄

三 品 直

尾 形 昇

横 山 登 美 夫

日 下 幸 悦

三 島 康 英

馬 場 正 則

遠 藤 昇 一

阿 部 久 男

渡 邊 毅

菊 地 正 光

初　　代

二　　代

三　　代

四　　代

五　　代

六　　代

七　　代

八　　代

九　　代

十　　代

十 一 代

消防監

十 二 代

十 三 代

十 四 代

十 五 代

十 六 代

十 七 代

消防監十 八 代

消防監

亘理町助役

消防正監

消防監

消防監

事務局長

消防監

消防監
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歴　　代 階　　級 名　　　前 在　　職　　期　　間

平成２０年４月１日　 ～

平成２１年３月３１日

平成２１年４月１日　 ～

平成２２年３月３１日

平成２２年４月１日　 ～

平成２３年９月３０日

平成２３年１０月１日 ～

平成２５年３月３１日

平成２５年４月１日　 ～

平成２７年３月３１日

平成２７年４月１日　 ～

　　　　　　　　現在に至る

二十二代 鈴 木 真

二十三代 司令長 菊 地 英 夫

二十四代 司令長 松 本 邦 彦

司令長

十 九 代 齋 藤 信 夫

二 十 代 加 藤 利 郎

二十一代 星 敏 夫

消防監

司令長

司令長
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歴　　代 階　　級 名　　　前 在　　職　　期　　間

昭和４６年４月１日　 ～

昭和４６年９月１９日

昭和４６年９月２０日 ～

昭和４９年３月３１日

昭和４９年４月１日　 ～

昭和５１年３月３１日

昭和５１年２月２０日 ～

昭和５８年３月３１日

昭和５８年４月１日　 ～

昭和５９年３月３１日

昭和５９年４月１日　 ～

昭和６２年３月３１日

昭和６２年４月１日　 ～

平成６年３月３１日

平成６年４月１日　　 ～

平成８年３月３１日

平成８年４月１日　　 ～

平成１３年３月３１日

平成１３年４月１日　 ～

平成１４年３月３１日

平成１４年４月１日　 ～

平成１６年３月３１日

平成１６年４月１日　 ～

平成１８年３月３１日

平成１８年４月１日　 ～

平成２０年３月３１日

平成２０年４月１日　 ～

平成２１年３月３１日

平成２１年４月１日　 ～

平成２２年３月３１日

平成２２年４月１日　 ～

               平成２4年３月３１日

平成２４年４月１日　 ～

平成２５年３月３１日

平成２５年４月１日 　～

平成２７年３月３１日

十 七 代 司 令 菊 地 英 夫

十 八 代 司 令 渡 部 寿 則

十 五 代 司 令 長 星 敏 夫

十 六 代 司 令 山 本 良 一

十 三 代 司 令 長 齋 藤 信 夫

十 四 代 司 令 長 加 藤 利 郎

十　　代 渡 邊 毅

十 一 代 司 令 長 菊 地 正 光

十 二 代 岩 佐 久 男

司 令 長

司 令 長

七　　代 司 令 長 横 山 登 美 夫

八　　代 三 島 康 英

九　　代 阿 部 久 男

司 令 長

司 令 長

四　　代 齋 藤 辰 男

五　　代 消 防 監 末 木 清 志

六　　代 司 令 長 岡 本 利 美

司 令 長

１０　歴代署長

初　　代 宍 戸 栄 一

二　　代 大 杉 武 雄

三　　代 高 野 清 雄

司 令 長

司 令 長

司 令 長
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平成２７年４月１日　 ～

現在に至る　　　
十 九 代 司 令 二 階 堂 義 彦
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(単位：千円）

平成29年度 平成２8年度

給　　  　　     　　料 225,441 218,259 7,182

職　　員　 　手　　当 158,456 145,203 13,253

共　　　  済　　　  費 83,574 72,973 10,601

報　　  　償　  　　費 189 188 1

旅　　　   　 　　　費 1,849 1,721 128

交　  　　際　　  　費 30 30 0

需　　  　用　  　　費 25,920 24,395 1,525

役　　  　務　  　　費 8,342 8,220 122

委　  　　託　  　　料 12,344 10,014 2,330

使 用 料 及 び 賃 借 料 1,230 1,165 65

原　　材　 　料　　費 194 307 △ 113

備　 品 　購 　入　 費 58,836 36,464 22,372

負担金, 補助及び交付金 52,873 50,970 1,903

償還金, 利子及び割引料 63 45 18

公　　 　 課　　　  費 741 394 347

消　 防 　費 　合 　計 630,082 570,348 59,734

当　初　予　算　額
比較増減

１1　平成２9年度消防予算（当初）
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通信指令係

消防本部

二部

予防係

救急係

警防係

一部

予防係

救急係

警防係

二部

亘理消防署

山元分署

警防係

救助係

救急係

予防係

通信指令係

通信指令係

予防係

救急係

救助係

警防係

一部

消防課

警防係

救助係

救急係

庶務係

予防係

危険物係

建築設備係

予防課

1２　亘理地区行政事務組合消防本部機構図
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（1） 火災予防普及及び広報に関すること。

（2） 火災予防対策の推進に関すること。

（3） 民間防火組織の育成指導に関すること。

（4） 亘理地区防災安全協会に関すること。

（5） その他火災予防に関すること。

（1） 危険物の規制に関すること。

（2） 危険物貯蔵所等の許認可に関すること。

（3） 危険物による災害の予防対策に関すること。

（4） 危険物に係る事故調査に関すること。

（5） 火薬類取締法に関すること。

（6） 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関すること。

（1） 建築確認の同意に関すること。

（2） 消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。

（3） 防火管理者及び防災管理者に関すること。

（4） 違反処理及び行政指導に関すること。

（1） 公印の管理に関すること。

（2） 文書の収受発送及び保管に関すること。

（3） 職員の福利厚生に関すること。

（4） 予算の執行及び経理に関すること。

（5） 職員の勤務に関すること。

（6） 物品の調達及び処分に関すること。

（7） 給与品、貸与品の支給及び保管に関すること。

（8） 職員の教養及び研修に関すること。

（9） 表彰に関すること。

　 消　防　課

　　庶務係

　 予　防　課

1３　消防本部・署分掌事務

　消防本部分掌事務

　　予防係

　　危険物係

　　建築設備係
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（10） 消防長会、消防協会に関すること。

（11） 消防職員委員会に関すること。

（12） 消防年報に関すること。

（13） 消防団に関すること。

（14） 他の係に属さない事項に関すること。

（1） 火災統計に関すること。

（2） 車両及び警防資機材の整備維持管理に関すること。

（3） 消防相互応援に関すること。

（4） 緊急消防援助隊に関すること。

（5） 消防計画に関すること。

（6） 防災訓練に関すること。

（7） 消防記録及び統計に関すること。

（8） 消防施設の維持管理に関すること。

（9） その他警防係に関すること。

（1） 救助計画に関すること。

（2） 救助資機材の整備及び維持管理に関すること。

（3） 救助指導会に関すること。

（4） 救助統計に関すること。

（5） その他救助係に関すること。

（1） 救急計画に関すること。

（2） 救急資機材の整備及び維持管理に関すること。

（3） 救急医療機関との連絡に関すること。

（4） 救急統計に関すること。

（5） その他救急係に関すること。

（1） 通信計画に関すること。

（2） 通信資機材の整備及び維持管理に関すること。

（3） 通信統計に関すること。

（4） その他通信指令係に関すること。

　警防係

　救助係

　救急係

　通信指令係
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（1） 文書の収受発送及び保管管理に関すること。

（2） 公印の管理に関すること。

（3） 水火災、その他の災害の警防及び対策に関すること。

（4） 地水利に関すること。

（5） 火災の原因及び損害調査に関すること。

（6） 消防団の訓練指導等に関すること。

（7） り災証明に関すること。

（8） 消防機械器具等の管理保全に関すること。

（9） 消防機械器具等の操作技術訓練に関すること。

（10） 警防計画に関すること。

（11） 他の係に属さない事項に関すること。

（1） 救助業務に関すること。

（2） 救助訓練に関すること。

（3） 救助用資機材の管理に関すること。

（1） 救急業務に関すること。

（2） 応急手当等の指導及び普及に関すること。

（3） 救急証明に関すること。

（4） 救急資機材の管理に関すること。

（1） 火災予防条例に規定する各種届出に関すること。

（2） 消防法第８条の２の２、第８条の２の３、第９条の３、第１７条の３の３及

び消防法施行規則第３条、第４条の事務に関すること。

（3） 予防査察に関すること。

（4） 予防統計に関すること。

（5） 民間防火組織並びに自主防災の訓練指導等に関すること。

（6） 署長が権限を有する消防法違反の処理に関すること。

（1） 災害通信の運用通信統制に関すること。

（2） 消防指令システム及び消防救急デジタル無線の保守管理に関すること。

（3） 災害発生通報の受付及び出動指令に関すること。

　　救助係

　　救急係

　　通信指令係

　　警防係

　　予防係

　署分掌事務
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1 2 3

消　防　長 1 1

次　　　長 1 1

消　防　課 1 6(4) 4(4) 2(2) 13(10)

予　防　課 2 3(1) 1(1) 6(2)

本　部　付 1 派遣1 入校１ 入校3 6

6 6 8 8 28

3 5 5 1 3 17

1 8 23(5) 17(5) 12(2) 14 75(12)

2 12 14

3 10 2 15

2 12 14

2 1 3

13 13

1 8 6 1 16

1 8 23 17 12 14 75

5 14 19

6 7 13

1 10 11

5 5

10 10

7 7

6 6

1 2 1 4

1 8 23 17 12 14 75

４６ ～ ５０

５１ ～ ５５

５６ ～ ６０

合　　　　計

２６ ～ ３０

３１ ～ ３５

３６ ～ ４０

１８ ～ １９

合　　　　計

階　級

４１ ～ ４５

消防司令補

２０ ～ ２５

階　級
消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士 計

年 齢 (歳)
消防士長

消防司令長 消防司令

(平成２9年１２月３１日現在)

消防副士長

　　　　   ５年未満

  ５～１０年未満

1４　消防職員配置状況
(平成２9年１２月３１日現在)

計

計

消防司令

(平成２9年１２月３１日現在)

組合総務課(併任)

階　級

区　分

消防本部

亘理消防署

消防副士長

消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

（  ）内は署兼務 ※内数

消防士消防士長
勤務年数

２５年以上

1６　階級別年齢表

山 元 分 署

合　　　計

２０～２５年未満

1５　階級別勤務年数

１０～１５年未満

１５～２０年未満

消防司令長
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大型自動車 1 6 15 7 3 0 32

中型(8t限定) 4 12 2 0 18

中型自動車 0 0 2 13 12 8 35

普通自動車 1 8 23 17 12 14 75

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

普通二輪 0 3 5 2 4 1 15

大型二輪 1 2 3 1 0 2 9

5 13 7 2 1 28

1 6 8 1 1 17

0 0 2 0 1 3

0 0 1 2 3

第１級 0 0 0 0 0 0 0

第２級 1 1 12 4 12 14 44

第３級 0 0 10 13 0 23

1 1 2

0 1 0 1 1 0 3

甲種 0 0 0 0 0 0

乙種 0 1 14 16 12 13 56

丙種 1 7 5 1 0 0 14

0 0 1 1 2

0 1 3 0 0 0 4

1 7 19 8 1 2 38

4 11 4 1 1 21

1 4 14 5 4 1 29

1 4 14 6 3 2 30

1 2 0 1 0 0 4

1 1

10 67 187 110 71 61 506

玉 掛 け

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

消 防 設 備 士

第 一 種 衛 生 管 理 者

合　　　計

電 気 工 事 士

危険物
取扱者

ボ イ ラ ー

特定化学物質等作業主任者

潜 水 士

救 急 救 命 士

小 型 船 舶

ガ ス 溶 接

ア ー ク 溶 接

毒 劇 物 取 扱

陸上特
殊無線

航 空 特 殊 無 線 技 士

区　分

運
　
転
　
免
　
許

第
一
種

大 型 特 殊 自 動 車

け ん 引

二
輪
車

1７　職員の資格取得状況　　　　　　　　　　　　　

（平成２9年１２月３１日現在）

階　級 消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士 計
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１８ 消防用車両の保有状況 

（平成２９年１２月３１日現在） 

区分 

所属 

車  両  名  称  登  録  番  号 登録年月 社   名 型   式 無 線 呼 称 

消
防
本
部 

指 令 車 宮城 800 た  23 Ｈ10. ５ ト ヨ タ セ ダ ン 亘 消 指 令 １ 

指 揮 車 宮城 800 せ 5199 Ｈ12. 1 ニッサン ワ ゴ ン 亘 消 指 揮 １ 

亘

理

消

防

署 

水 槽 付 消 防 

ポ ン プ 車 
宮城 880 は 1926 Ｈ23.  9 日   野 水－Ⅱ型 亘消タンク１ 

消 防 ポ ン プ 車  宮城 800 せ 8593 Ｈ26.  1 日   野 CD -Ⅰ型 亘消ポンプ１ 

小型動力ポンプ

付 水 槽 車 
宮城 800 は 1874 Ｈ 7.  8 ニッサン Ⅱ   型 亘 消 水 槽 １ 

高 規 格 救 急 車 宮城 800 せ 6085 Ｈ2４．2 ト ヨ タ  高 規 格 亘 消 救 急 １ 

高 規 格 救 急 車 宮城 800 そ 1380 Ｈ2９．２ ト ヨ タ 高 規 格 亘 消 救 急 ３ 

救 助 工 作 車 宮城  88 ゆ 2945 Ｈ10.  3 日   野 Ⅱ   型 亘 消 救 助 １ 

資 機 材 搬 送 車 宮城 800 さ 6857 Ｈ12.  7 ト ヨ タ 2t トラック 亘 消 搬 送 １ 

防 火 広 報 車 宮城 301 は 7884 Ｈ24.  9 ト ヨ タ ワ ゴ ン 亘 消 広 報 １ 

連 絡 車 宮城 500 も 7237 Ｈ13.  9 ホ ン ダ ワ ゴ ン 亘 消 連 絡 １ 

山

元

分

署 

水 槽 付 消 防 

ポ ン プ 車 
宮城 800 さ 2340 Ｈ11.  3 日   野 水Ⅰ-Ａ型 亘消タンク２ 

消 防 ポ ン プ 車 宮城 800 す 3814 Ｈ15.  3 日   野 ＣＤ-Ⅰ型 亘消ポンプ２ 

高 規 格 救 急 車 宮城 800 せ 7520 Ｈ25.  3  ト ヨ タ 高 規 格 亘 消 救 急 ２ 

指 揮 車 

（ 指 令 車 ） 
宮城  88 あ 1530 Ｈ25.  3 ニッサン 軽 バ ン 亘 消 指 揮 ２ 
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１９ 消防力の整備指針と現有消防力 

（平成２９年４月１日基準） 

                                ※消防職員の条例定数は７５人である。 

 

 

２０ 消防用車両の配備状況 

※配備状況は整備指針とは異なる。 

区  分 基  準 現  有 過不足数 

署 所 の 数       ２     ２  

ポンプ自動車       ４     ４   

化学消防自動車 １ ０ △１ 

救 助 工 作 車  １ 1  

救 急 自 動 車  ３ ３  

指 揮 車 １      １      

消 防 職 員  １３２      ７５      △５７ 

   種 別 

 

区 分 

指令車 

・ 

指揮車 

消 防 

ポンプ 

自動車 

水槽付消 

防ポンプ 

自動車 

高規格 

救急車 

救 助 

工作車 

資機材 

搬送車 

小型動力 

ポンプ付 

水槽車 

その他 

の車両 
計 

消 防 本 部 ２         2 

亘 理 消 防 署  １ １ ２ １ １ １ ２ ９ 

山 元 分 署 １ １ １ １     ４ 

合  計 ３ ２ ２ ３ １ １ １ ２ １５ 

（単位：台） 
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(460)

(350)

(810)

　計（条例定数）

95

52

128

11

390

707

団　員　数

2２　消防団の車両・人員配備状況

2

亘
　
理
　
町

11

7

30

1

1

団　　　長

5

44

31

63

47

62

45

山
　
元
　
町

4

3

計

本      部

第１分団

第２分団

4

計

本      部

亘理分団

荒浜分団

吉田分団

逢隈分団

第４分団 4

第５分団

5

3

1

4 5

3 3

1

7

317

104

4 4

25

8 8

団　員　数

22 242

1

52 54

11

4 4

ポ ン プ

30

700

314

386 390

317

707

合     計

1

消
　
　
防
　
　
団

普通自動車
ポ ン プ

第３分団

第６分団

積 載 車

合　　　計

小型動力

　区　分

1

3

5

（平成２９年１２月１日現在）

（平成２９年１２月１日現在）

山　元　町

2１　管内消防団の組織

種　別　

町　　別

亘　理　町

2

3

副　団　長
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町別    地区別 公　設 私　設 公　設 私　設 プール 池 河川溝等

亘　　理 168 5 32 1 4 5 8

荒　　浜 65 17 2 1 11

吉　　田 105 1 37 1 3 6 4

逢　　隈 141 30 1 2 7 6

山　　下 250 7 61 1 4 22 9

坂　　元 82 3 33 1 2 24 4

811 16 210 5 17 65 42

2３　管内の消防水利状況

（平成２9年１２月３１日現在）

亘
　
理
　
町

山
元
町

合　　　計

　　　　　　種　別　 消　火　栓 防　火　水　槽 そ　　の　　他
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＜警 防＞ 
 

 １ 火災概要 

 

  平成２９年中の総出火件数は１９件で、前年に比べ５件の増加となっている。 

火災種別については建物火災９件、その他の火災７件、車両火災が３件である。 

  主な出火原因は放火・放火の疑い７件、火入れ３件となっている。前年に比べ、放火・

放火の疑いによる出火が増加している。 

  損害額については４２，６７０千円で、前年に比べ３８，４６３千円の減少となって

いる。 

   死傷者については死者２人、負傷者２人が発生している。 

    初期消火の状況については出火件数１９件のうち１４件が実施され、効果があったの

は４件である。 

 

 

 

 

火災防ぎょ訓練風景 
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区 分 単位

ａ

人

件

ぼ や

項 目

火
災
件
数

件

建 物

5

3

7

2　町別の火災発生状況

※ 出 火 率

船 舶

そ の 他

計

2

9

4

3

2

山 元 町

4

10

焼
損
棟
数

全 焼

半 焼

部 分 焼

計

4.1

19

8

5

6

19

7

3

9

53

亘 理 町

7.2

4

2

建 物 焼 損 床 面 積

建 物 焼 損 表 面 積

林 野 焼 損 面 積

㎡
34

全 損

半 損

小 損

計

世帯

40

13

11

林 野

車 両

3.0

計

棟

27,532

42,670

962

1,560

40,148

13

3

2

2死 者
人

負 傷 者

り 災 人 員

り
災
世
帯
数

建 物

13

15

6

計

34

408 252 660

3

2

1

1

1

695

1,560

12,616

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

１ 件 平 均

１ 日 平 均

損
 
害
 
額

千円

※　出火率とは、人口１万人に対する火災発生件数

117

2,246

27,799

267

76

2,780

16

2

1

1

41

1,652

14,871
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3　月別の火災発生件数

1

1

2

2

　　　　月　別
 町　別

亘理町

1月 2月

計

山元町 2

2 4

3

1

1

13

            曜日別
 町　別

1

3月 4月

4　曜日別の火災発生件数

2

1

5月 6月 8月

3

1

2

7月 10月

2

2

9月 12月

1

11月

3

2

土金木水火月

1

1

12

1

3

日

計

山元町

亘理町

3

2

1

4

1

3

1

1

4

3

1

0

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

亘理町

山元町

（件）
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0～2
時

～4
時

～6
時

～8
時

～10
時

～12
時

～14
時

～16
時

～18
時

～20
時

～22
時

～24
時

不明

1 1 2 1 1 2 1 1

1 1 3 1 1 1 1

2 1 1 2 3 2 1 2 2 1 1 1

6　火元建物の用途別火災発生件数

５　時間別の火災発生件数

　　 時間別

町　別

計

山元町

亘理町

0

1

2

3

4

0～2時 ～4時 ～6時 ～8時 ～10時 ～12時 ～14時 ～16時 ～18時 ～20時 ～22時 ～24時 不明

亘理町

山元町

0

1

2

3

4

5

住宅 工場・作業場 共同住宅 物置・倉庫 その他

平成28年
平成29年

（件）

（件）
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7 11,769

0

231

193

1

3

86た き 火

火 入 れ 1,6191

1

1

19

3

た ば こ

42,670

こ ん ろ

14

5

81,133

2

計

不 明

そ の 他

9,334

36,163

33,146

4

1

2,548

27,929

7　気象別の火災発生状況

8　原因別の火災発生件数・損害状況

19

合 計

件　数

天　候

0

雪

13

晴れ

4

曇り

2

雨

原            因

放火・放火の疑い

件数 損害額（千円）

平成２８年

損害額（千円）件数

4 785

平成２９年

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

晴れ 曇り 雨 雪

（件）

-28-



9　過去５年間の出火原因の推移

１0　過去10年間における火災発生件数・損害額の比較

3

8

2 2 1

8
5

10

1
3

8

3

2

3

3 1

9

5

4

1

1

1

4

3

7

1

3 1

5

2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

放火・

放火の疑い

たばこ たき火 火入れ こんろ ストーブ 火遊び その他 不明

25年 26年 27年 28年 29年
（件）

17 24 21 41 18 29 25 23 14 19

23,582

56,942

43,546
43,735

67,480

23,011

36,261

26,134

81,133

42,670

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

件 数

損害額
（件） （千円）
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うち
効果有
件数

うち
効果有
件数

うち
効果有
件数

うち
効果有
件数

うち
効果有
件数

2 1 3

1 1

2 2 4

件数

合　　　　計 19739

2

件数件数件数

31

1

2

1

2

1

2

4

11　初期消火状況

１２　災害出動状況　　　　　　　　   

火 災

誤 報 等そ の 他

7

回　数

                        件　数

　消火器具等

車 両

区 分

2

回　数

3

亘 理 町 山 元 町

40

そ の 他

初 期 消 火 な し

5

支 援

4

3

569

風 水 害 等

28

42

104

1

11

2 6

35

警 戒 ・ 偵 察

2

4

2

船 舶

そ の 他

救 急 支 援

特 別 警 戒

警 戒

偵 察

風 水 害

21

24

29

61

47

34

224 317

3

547

8

9 5

種 別

計建 物 林 野 車 両

35

延人数

そ の 他

106

延人数

建 物

林 野

件数

粉 末 消 火 器

水道、浴槽、汲み置き等の水

5

3

6
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１３ 救急概要 

     
平成２９年中の救急出動件数は２,１５７件（前年比１０５件増）、搬送人員は１,９

６６人（前年比５１人増）であり、１日平均約６件の割合で出動している。 

平成２９年は、前年より出動件数、搬送人員共に増加している。 

各種講習会では、ＡＥＤと応急手当ての普及促進及び救急車の適正利用の啓発に努

めている。 

当本部では、高規格救急自動車３台に救急救命士を配置し、救急業務にあたってい

る。 

 

 

 

 

救急講習会の実施状況 

救命講習会 
普通救命(AED)

講習会 

上級救命 

講習会 

応急手当普及員

講習会 

応急手当普及員

再講習会 

     ４１回       ２４回       ３回  １回 １回 

１,０９２人    ２３６人    ４３人 ７人 １０名 

-31-



1,130 1,137 1,237 1,603 1,288 1,315 1,258 1,384 1,378 1,447 

180 197
181

180

192 184 175
166 138

159
173 164

209

250

205 205 235
240 254

242338 303
311

326

233 281 269
278 282

309

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

その他

一 般

交 通

急 病

（件）

１４ 救急出動件数・搬送人員 

（１） 事故種別救急出動件数 
  （単位：件） 

（２） 事故種別搬送人員 
（単位：人） 

１５ 過去１０年間における救急出動件数の推移 

事故 

種別 

区分 

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ の 他 の 搬 送

計
転

院

医

師

資

機

材

そ

の

他

平 成 

29 年 

合 計 

1 0 2 159 22 11 242 8 23 1,447 241 1 0 0 2,157 

平 成 

28 年 

合 計 

1 0 0 138 27 10 254 7 22 1,378 215 0 0 0 2,052 

前年比 ±0 ±0 2 21 △5 1 △12 1 1 69 26 1 ±0 ±0 105 

事故 

種別 

区分 

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

計

平 成 

29 年

合 計 

1 0 1 149 22 11 218 5 16 1,302 241 1,966 

平成 

28 年

合 計 

1 0 0 134 26 10 228 3 15 1,284 214 1,915 

前年比 ±0 ±0 1 15 △4 1 △10 2 1 18 27 51 
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1,105 1,107

1,242 1,227
1,304

611
572 549 568 540

54 68 55 58 4859 74 55 62 74

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H25 H26 H27 H28 H29

老人(65才以上) 成人(18才以上～65才未満) 少年(7才以上～18才未満) 幼児(0才～7才未満)

95
70 72

181

273
287

236
212

241
222

159

109

0

50

100

150

200

250

300

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24
(時間帯)

１６ 月別の出動件数 
（単位：件） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 11 月 1２月 

185 181 201 150 181 160 185 168 178 196 183 189 

１７ 過去５年間における年齢別の搬送人員 

１８ 時間帯別の出動件数 

（人）

（件）
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１９ 事故種別・傷病程度別の搬送人員 

（人）  

軽  症 中 等 症 重  症 死  亡 合  計 

急  病 ３９８ ６９１ １７１ ４２ １,３０２ 

交  通 ９３ ５０ ５ １ １４９ 

一般負傷 ９８ ９４ ２５ １ ２１８ 

そ の 他 ４８ 1９６ ５２ １ ２９７ 

合  計 ６３７ １,０３１ ２５３ ４５ １,９６６ 

軽 症

398

中 等 症

691

重 症

171

死 亡

42

急 病

軽  症

中 等 症

重  症

死  亡

軽 症

93

中 等 症

50

重 症

5

死 亡

1
交 通

軽  症

中 等 症

重  症

死  亡

軽 症

98
中 等 症

94

重 症

25

死 亡

1

一般負傷

軽  症

中 等 症

重  症

死  亡

軽 症

48

中 等 症

196

重 症

52

死 亡

1

そ の 他

軽  症

中 等 症

重  症

死  亡
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

亘理地区 逢隈地区 吉田地区 荒浜地区 山下地区 坂元地区 管外

0

200

400

600

800

管 内 岩沼市 名取市 仙台市 仙南地区 その他 県 外

２０ 現場到着所要時間別の出動件数（入電～現場到着） 
 

現場到着 

所要時間 
３分未満 

３分以上 

５分未満 

５分以上 

10分未満 

10分以上 

20分未満 
20分以上 計 

平均所要 

時間(分) 

件  数 64 287 1,278 495 33 2,157 7.97 

   ※平成28 年全国平均所要時間（８.5 分） 

 

２１ 地区別の出動件数 
（件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
２２ 地域別医療機関への搬送人員 

（人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 亘理地区 逢隈地区 吉田地区 荒浜地区 山下地区 坂元地区 管 外 合 計 

件数 738 353 275 119 539 127 6 2,157 

 管 内 岩沼市 名取市 仙台市 仙南地区 その他 県 外 合 計 

搬送人員 344 780 42 526 168    1 105 1,966 
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２３ 救急隊員が行った応急処置の状況 
（単位：人） 

事故種別 

 

処置別 

急  病 交通事故 一般負傷 そ の 他 合  計 

止 血 １１ １３ ２０ ５ ４９ 

固 定 ２ ７９ ２３ １０ １１４ 

人 工 呼 吸 １０  １ １ １２ 

胸 骨 圧 迫      

心 肺 蘇 生 ５９ ２ ２ ３ ６６ 

酸 素 吸 入 ２７０ １１ １３ ７６ ３７０ 

気 道 確 保 ６７ ２ ３ ４ ７６ 

 

経 鼻 エ ア ウ ェ イ      

食道閉鎖式エアウェイ ９    ９ 

気 管 挿 管   １  １ 

異 物 除 去   １  １ 

保 温 ６ １ １ ２ １０ 

被 覆 １０ ２１ ４４ １２ ８７ 

在 宅 療 法 ４    ４ 

除 細 動 ７    ７ 

静 脈 路 確 保 ５３ ４ ２ １ ６０ 

薬 剤 投 与 １６ １ ２  １９ 

そ の 他 の 処 置 １,２４４ １２７ ２０９ ２８９ １,８６９ 

血 圧 測 定 １,２１４ １４３ ２１４ ２９４ １,８６５ 

聴 診 １９３ 1５ １２ ５０ ２７０ 

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 １,２４７ １４３ ２１７ ２９４ １,９０１ 

心 電 図 測 定 ６６２ ２５ ２６ １１２ ８２５ 

応 急 処 置 対 象 人 員 １,３０２ １４９ ２１８ ２９７ １,９６６ 

 

応急処置の分類 

・「止血」とは、止血帯・包帯等による止血処置をいう。 

・「固定」とは、副木等による固定又は安定保護をいう。 

・「人工呼吸」とは、口対口又は器具等による人工呼吸をいう。 

・「保温」とは、傷病者の状況から体温を保持する必要がある場合に行う保温処置をいう。 

・「気道確保」とは、気道を確保するための処置並びに口腔内清拭及び吸引の処置をいう。 

・「食道閉鎖式エアウェイ」、「気管挿管」、「静脈路確保」、「薬剤投与」とは、救急救命士が 

重度傷病者に対して行える気道確保、心拍回復等の処置をいう。 

-36-



２４ 救助概要  

 

平成２９年中における救助概要は、出動件数２７件、内活動件数２１件、救助人員

２３人となっている。 

出動件数の内訳は、交通事故が１４件と最も多く、次いでその他の事故５件、建物

等による事故４件、火災１件、水難事故１件、風水害等自然災害事故１件、機械によ

る事故１件となっている。 

活動件数の内訳は、交通事故１０件、その他の事故４件、建物等による事故３件、

火災１件、水難事故 1 件、風水害等自然災害事故１件、機械による事故１件となって

いる。 

救助人員の内訳は、交通事故１２人、その他の事故４人、建物等による事故４人、

水難事故１人、風水害等自然災害事故１人、機械による事故１人となっている。 

   交通事故をはじめ、各種災害事象が複雑多様化しており、これら救助事案に対応す

るため、更なる救助体制の充実強化に努めている。 

 

 

 

 

 

防災キャンプ風景 
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２５ 救助活動状況  
                                                    （単位：件・人） 

事故 

種別 

 

 

区分 

火

災 

交

通

事

故 

水

難

事

故 

風
水
害
等
自
然
災
害 

機

械

に

よ

る

事

故 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故 

破

裂

事

故 

そ

の

他

の

事

故 

計 

出動件数 １ １４ １ １ １ ４   ５ ２７ 

活動件数 １ １０ １ １ １ ３   ４ ２１ 

救助人員  １２ １ １ １ ４   ４ ２３ 

活動人員 ２０ １１５ ９ ７ １０ １５   ３7 ２13 

 

 

２６ 救助出動件数の推移 
                                                      （単位：件） 

事故 

種別 

 

 

区分 

火

災 

交

通

事

故 

水

難

事

故 
風
水
害
等
自
然
災
害 

機

械

に

よ

る

事

故 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故 

破

裂

事

故 

そ

の

他

の

事

故 

計 

平成 1９年 ２ ２２ ７      １ ３２ 

 20 年  １２ ６      ４ ２２ 

 21 年  ２０ ２    １  ２ ２５ 

 22 年  １７ ７  ２  １  １０ ３７ 

 23 年  １０ ２ ５２ １    １ ６６ 

 24 年  １４ １  １ １   ４ ２１ 

 25 年  １８ ２  ２ ２   ２ ２６ 

26 年   １１   １ ２   ２ １６ 

27 年 １ １６ ４  １    ２ ２４ 

28 年 １ １６   ２ ３   １ ２３ 

2９年 １ １４ １ １ １ ４   ５ ２７ 
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２７ 救出所要時間 
                                     （単位：件） 

時 間 

 

事故種別 

覚 知 か ら 救 出 に 要 し た 時 間 

10 分未満 10～19 分 20～29 分 30～59 分 60～119 分 120 分以上 計 

火 災        

交 通 事 故  ３ ４ ３   １０ 

水 難 事 故   １    １ 

風水害等自然災害   １    １ 

機械による事故     １  １ 

建物等による事故  ３     ３ 

ガス及び酸欠事故        

破 裂 事 故        

そ の 他 の 事 故  １  １ １ １ ４ 

合 計  ７ ６ ４ ２ １ ２０ 

 

２８ 事故種別による傷病程度  
                       （単位：人） 

 事故

種別 

 

 

 

傷病 

程度 

火

災 

 

交

通

事

故 

 

水

難

事

故 

 

風
水
害
等
自
然
災
害 

 

機

械

に

よ

る

事

故 

 

建
物
等
に
よ
る
事
故 

 

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故 

 

破

裂

事

故 

 

そ

の

他

の

事

故 

 計 

 

死 亡           

重 症  ３   １    １ 5 

中 等 症  ８ １   ２   ２ １３ 

軽 症         １ １ 

不 搬 送  １  １  ２    ４ 

合 計  １２ １ １ １ ４   ４ ２３ 

-39-



種　別 合　計 本　署 分　署

4 2 2

33 27 6

59 32 27

4 2 2

4 2 2

3 3

3 2 1

2 2

6 5 1

1 1

1 1

2 2

1 1

2 2

1 1

3 2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

2 1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

5 5

2 1 1

2 1 1

3 2 1

1 1

1 1

4 3 1

1 1

バーティカルストレッチャー

バ ス ケ ッ ト 型 担 架

一
般
用
救
助
器
具

重
量
物
排
除
器
具

ロ ー プ 展 張 計

平 担 架

エ バ ッ ク ハ ー ネ ス

簡 易 縛 帯

救 助 用 縛 帯

サ バ イ バ ー ス リ ン グ

救 命 索 発 射 銃

空 気 式 救 助 マ ッ ト

ワ イ ヤ ー は し ご

三 連 は し ご

油 圧 ス プ レ ッ タ ー

切
断
用
器
具

警
防
用
資
機
材

２９　警防及び救助資機材の現有状況

空 気 鋸

チ ェ ー ン ソ ー

酸 素 切 断 器

ガ ス 溶 断 器

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

油 圧 ペ ダ ル カ ッ タ ー

油 圧 カ ッ タ ー

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ

手 動 油 圧 ポ ン プ

可 搬 ウ イ ン チ

油 圧 ラ ム シ リ ン ダ ー

か ぎ 付 は し ご

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具

品 名

布 水 槽

泡 消 火 薬 剤

ジ ェ ッ ト シ ュ ー タ ー

エ ア ー テ ン ト

オ イ ル フ ェ ン ス

マ ン ホ ー ル 開 放 ジ ャ ッ キ

耐 熱 服
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種 別 合 計 本 署 分 署

3 2 1

2 2

25 18 7

1 1

1 1

20 13 7

5 3 2

5 3 2

3 3

10 6 4

2 2

12 12

2 1 1

7 6 1

9 9

18 16 2

1 1

6 4 2

2 2

60 46 14

1 1

20 14 6

1 1

1 1

高度救助用資機材 1 1

呼吸保護用
器　具

破壊用器具

水
難
救
助
器
具

品 名

放 射 線 測 定 器

エ ア ー ラ イ ン マ ス ク 一 式

その他の器具

隊
員
保
護
用
資
機
材

防 毒 衣

放 射 線 防 護 服

測定用器具
酸素濃度・可燃性ガス測定器

化 学 防 護 服

耐 電 手 袋

警 報 付 ポ ケ ッ ト 線 量 計

（平成29年１２月３１日現在）

車 両 移 動 器 具

空 気 呼 吸 器

耐 電 長 靴

携 帯 警 報 器

熱 画 像 直 視 装 置

携帯用コンクリート破壊器具

送 排 風 機

削 岩 機

緩 降 機

携 帯 拡 声 器

水 中 無 線 機

救 命 胴 衣

船 外 機

救 命 ボ ー ト

浮 標

救 命 浮 環

潜 水 器 具 一 式
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３０　通信施設概要

   一般公衆網とは完全に独立した地上・衛星の２系統の回線により、全国の官公庁と電

話及びＦＡＸの送受信が可能である。

【１１９番通報受信・出動指令】
◎　高機能消防指令システム

   一定以上の火災が発生した場合には、高機能消防指令システムと連携して発生地域・

災害概要を合成音声で発生町に放送し、消防団の出動要請ができるほか、震度４以上の

地震が発生、または津波注意報以上が発表された場合は、蓄積音声により継続的な広報

を可能としている。

【災害発生時の情報提供体制】

【気象情報収集装置】

【高所監視カメラ（亘理町吉田地区に設置）】

◎　消防救急デジタル無線

◎　宮城県防災行政無線

◎　亘理町・山元町防災行政無線端末（同報系無線）

　 １１９番通報の音声は自動録音であり、発信場所は地図画面上に表示され、災害種別

を判断した時点で、自動的に発生地区名と災害種別を隊員に告知（予告指令）、更に災

害の概要・規模・位置に応じた災害現場に最も近い消防車両・救急車を自動的に隊編成

して無線・放送により出動指令を発する。同時に車両に搭載しているデータ系端末装置

の地図画面上には災害現場の位置が表示され、ルート案内まで可能としている。

   災害出動時に最適な出動体制を編成するために、消防車両の出動の有無にかかわらず

消防車両等の動態やＧＰＳで測位した位置情報は、逐次通信指令室に送信されて管理さ

れている。

   システムからの操作により指定した関係機関へ自動で通報できるほか、住民からの問

い合わせに対しては、災害状況等自動案内装置による自動応答を可能としている。

   管内の災害状況を、通信指令室からの遠隔操作により上下左右の方向転換及びズーム

が可能で、各事務室の表示盤で映像を確認できる。

   亘理消防署及び山元分署の気象観測データを、各部署に設置された端末から閲覧・印

刷ができる。

   １５０ＭＨｚ帯アナログ波の廃止に伴い、平成２５年３月に２６０ＭＨｚ帯のデジタ
ル化整備を行い、デジタル波への移行が完了した。また、移行に伴い、新たに山元町坂
元地区に中継基地局を増設し、管内全域での無線交信を可能としているほか、宮城県内
の消防本部間をネットワーク接続することにより県域全体間で無線交信を可能としてい
る。また、文字情報の送受信を可能としたショートメッセージ機能や、秘話機能として
指定した無線局間のみの交信を可能とした、セレコール通信などの高機能化を実現して
いる。
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３１　通信施設系統図

有線系

無線系

１１９通報

（固定電話）

（携帯電話）

（ＩＰ電話）

坂元基地局

防災関係機関

亘 理 警 察 署

亘 理 町 役 場

山 元 町 役 場

官 公 庁

事 業 所

一 般 世 帯

陸 上 移 動 局 無 線
（車載・可搬・携帯）

災 害 自 動 案 内 装 置

防　災　行　政　無　線

宮 城 県 防 災 行 政 無 線 ( 音 声 )

          　〃　　      　　 ( ＦＡＸ  )

専 用 回 線 （ 音 声 通 話 用 ）

IP－VPN回線（ＰＣネットワーク）

地 図 検 索 装 置

高 所 監 視
カ メ ラ

山元分署

活動波１・２（ 亘理消防本部用波  ）

車 両 動 態 管 理 用 専 用 回 線

加　　入　　電　　話

一   般  電  話  （ 光・ア ナ ロ グ ）

Ｆ　  Ａ　  Ｘ  （ 光・ア ナ ロ グ ）

主  運  用  波（宮 城 県 内 共 通 波）

宮城県総合防災
情 報 シ ス テ ム

官 公 庁

管内住民への広報

通 信 指 令 室

１ １ ９ 番 受 信 関 連

１ １ ９ 番 受 信 装 置 （ ４ 回 線 ）

統 合 型 位 置 情 報 通 知 シ ス テ ム

他消防本部

山 元 町 防 災 行 政 無 線 端 末

接続先限定回線

指 令 回 線 （ 出 動 指 令 用 ）

順次指令回線 （  自  動  通  報  用 ）

亘 理 町 防 災 行 政 無 線 端 末

同報系防災行政無線

携 帯 電 話 １ １ ９ 転 送 装 置

消防救急デジタル無線関連

固 定 １ １ ９ 通 報 衛 星 経 由 回 線

NTT 固 定 ・ 光 用 予 備 回 線

消 防 車
救 急 車

ＮＴＴドコモ携帯網

統  制  波　  （  全  国  共  通  波  ）

アプローチ回線（デジタル専用回線）

ネットワーク回線（県防災または一般電話）

一般事務

消防情報系

出動指令

映 像

災害・位置

データ送信

音声又はＦＡＸ

位置情報

相互に転送

デジタル無線音声を接続

他本部の移動局と交信可

災害情報

ＦＡＸ

音声通話

亘理町役場

山元町役場
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数量

4

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

7

2

1

2

1

1

1

3

3

6

4

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

4

1

1

1高所監視カメラ

屋上

亘理町吉田地区 映像系

無線遠隔制御装置（デジタル無線用）

情報表示盤

署所端末装置

クライアントＰＣ

無停電電源装置（ＤＣ４８Ｖ）

デジタル無線空中線

空中線鉄塔

気象観測装置

電源装置

無線系

支援情報系

電源装置

坂元基地局

山
元
分
署

事務室

待機室

屋上

屋外

クライアントＰＣ

無停電電源装置（ＡＣ１００Ｖ）

直流電源装置（ＤＣ４８V）

無線遠隔制御装置（デジタル無線用）

情報表示盤

クライアントＰＣ

無線系

映像系

指令系

消防業務支援システム系

長時間録音装置

合成音声装置

情報表示盤

支障情報収集装置・ＷＥＢサーバー

電源装置

署所端末装置

発電設備（７５ＫＶＡ）

無線系

発電設備（８ＫＶＡ）

デジタル無線用空中線

空中線鉄塔

非常用発動発電設備・直流電源装置（ＤＣ４８Ｖ）

デジタル無線用空中線

空中線鉄塔

気象観測装置支援情報系

３２　通信関連施設・設備一覧

順次指令装置

亘
理
消
防
本
部
・
消
防
署

１１９番通報受信系

指令系

音響系

支援情報系

映像系

無線操作系

消防業務支援システム

電源系

屋外

事務室

待機室
消防業務支援システム

情報表示盤

映像制御・分配装置

無線系

映像系

指令系

電源装置

無線系

施設場所

１１９番受信装置

１１９番ＦＡＸ受信装置

施設・設備分類 名       称

通信指令室

機械室

地図検索装置・統合型位置情報通報装置

自動出動装置

指令伝送装置

データ系センター装置（動態管理）

同報系防災行政無線端末装置（亘理町、山元町）

サーバー

高所カメラ制御装置

庁舎監視カメラ操作ＰＣ

無線遠隔制御装置（デジタル用）

メール召集システム
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１０Ｗ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５Ｗ

〃

〃

〃

〃

〃

５Ｗ

亘消救急 ２

亘 消 ０ ４

亘消７１～９２

〃

水 槽 車

指 令 車

防 火 広 報 車

連 絡 車

亘 消 山 元 卓 上 型 陸 上 移 動 局 １０Ｗ
活 動 波 ２ 波
主 運 用 波
統 制 波

待 機 室

携帯型陸上移動局 ８台

消 防 隊 交 信 用

救 急 隊 交 信 用

宮 城 県 内 共 通

３ 波 切 替 方 式

非 常 用

主運用波受信用

車 載 型 陸 上 移 動 局

〃

〃

〃

可 搬 型 陸 上 移 動 局

活動波 ２波
主運用波７波
統制波 ３波
切 替 方 式

指 揮 車

タ ン ク 車

ポ ン プ 車

高 規 格 救 急 車

亘
理
消
防
署

携帯型陸上移動局１７台

活動波 ２波
主運用波７波
統制波 ３波
切 替 方 式

山
元
分
署

亘消指揮 ２

亘消タンク ２

亘消ポンプ ２

〃

〃

〃

可搬型陸上移動局 ３台

〃

〃

〃

〃

〃

車 載 型 陸 上 移 動 局

〃

〃

〃

行 政 車

指 揮 車

タ ン ク 車

ポ ン プ 車

資 機 材 搬 送 車

救 助 工 作 車

高 規 格 救 急 車

亘消０７～５２

亘消ポンプ １

亘消搬送 １

亘消救助 １

亘消救急 １

亘消救急 ３

亘消水槽 １

亘消指令 １

亘消広報 １

亘消連絡 １

亘消行政 １

亘消０１～０３

亘消タンク １

通
信
指
令
室

亘 消 本 部

※坂元基地局には上記同構成の無線機を設置。通信指令室から遠隔操作・監視が可能。

基 地 局 無 線 局

〃

〃

〃

卓 上 型 陸 上 移 動 局

〃

活 動 波 １

活 動 波 ２

主 運 用 波

統 制 波 ３ 波

亘消指揮 １

活動波１・２
主 運 用 波
統 制 波

３3　無線局一覧表

消 防 救 急 デ ジ タ ル 無 線

呼出名称 無線局種別 出力 装備波 備考

-45-



　災害種別ごとの覚知内訳は、火災は１9件中、１１９番通報が固定・ＩＰ電話から5

件、携帯電話から９件の計１4件と７割を占めており、加入電話2件、事後聞知が2件、

自己覚知1件となっている。

　救急は２,０52件中、１１９番通報が固定・ＩＰ電話から１,0４８件、携帯電話から

777件の計１，８２５件と８割を占める。また、加入電話からの通報が２６６件と全体

の約１割となっている。

　救助は２7件中、１１９番通報が固定・ＩＰ電話から１件、携帯電話から20件の計

21件となり、加入電話からの通報にあっては6件となっている。

16

火災報知専用電話（１１９番通報受信）

49 1,479
１
１
９
通
報

固定・ＩＰ電話

携 帯 電 話

小 計

5 1,048 1 64

67 2,605

18 1,126

14 1,825 21 152 62 6

9 777 20

火

災

救

急

救

助

161 297

88 32 3

30 3 145 134

163

合

計

加 入 電 話

専 用 回 線

駆 け 付 け

自 己 覚 知

45 0

1 9

問

い

合

わ

せ

間

違

い

い

た

ず

ら

通

報

訓

練

そ

の

他

回

線

試

験

覚

知

種

別

小 計

合　　　計

１
１
９
番
通
報
除
く

2 266

事 後 聞 知

19 2,157

6

0 12 0

0

161 297 67 2,9486

３４　緊急通報の覚知状況

27 152 62

343

274

12

45

10

2

0

2

5 332 6
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＜予 防＞          

１ 予防概要 

 

管内における防火対象物の総数は、前年度と比較し 1 施設増加の１,１30 施設、危険

物施設は、９施設減少の１７２施設となっている。 

防火対象物立入検査実施件数は５２４件、危険物施設立入検査実施件数は１２４件と

なっており、前年と比較し防火対象物立入検査実施件数が６６件の増加、危険物施設立

入検査実施件数が１５件の増加となっている。 

法令改正に対応しながら適切な立入検査を実施し、火災予防対策について重点的に指

導を行うとともに、防火ポスターの掲示、防火教室、避難訓練等を通じ更なる防火・防

災対策の充実強化に努めている。 

     

 

 

 

 
 

立入検査風景 
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２　各種団体訓練指導状況

605

1,175

合　計 370

　防火教室

3

28

199

1,092

人　数
        　 　　　　　　　　　区　分
　
　種　別

12,404

回 　数

2

611　消防団訓練 55

　避難訓練

　自主防災訓練

1回

499回

※ 救急講習会の実施状況と重複計上あり。

68,550部

250部

   広報ぎょうせいわたり

1247人

   防災安全協会会報

10

16,991

３　巡回広報・広報紙発行状況

4回

　署見学来庁 339

　広報紙発行

　巡回広報    一般火災予防広報

　総合防災訓練

　救命講習　※

　普通救命(ＡＥＤ)講習　※

　上級救命講習　※

469

1　応急手当普及員講習　※ 7

6

236

41

24

43

　応急手当普及員再講習　※ 1 10
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計 亘理町 山元町

1,130 796 334

イ 劇 場 等

ロ 公 会 堂 等 35 18 17

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等 4 4

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等 1 1

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 20 15 5

4 店 舗 等 58 42 16

イ 旅 館 等 9 7 2

ロ 共 同 住 宅 168 142 26

イ 病 院 等 31 22 9

ロ（１） 老 人 短 期 入 所 施 設 等 19 14 5

ロ（５） 障 害 者 支 援 施 設 等 1 1

ハ（１） 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 16 6 10

ハ（３） 保 育 所 等 21 17 4

ハ（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等 4 3 1

ハ（５） 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等 1 1

二 幼 稚 園 等 11 4 7

7 学 校 46 31 15

8 図 書 館 等 3 1 2

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場 1 1

10 停 車 場 1 1

11 神 社 ・ 寺 院 等 12 6 6

イ 工 場 ・ 作 業 場 246 157 89

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等 10 5 5

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等

14 倉 庫 156 127 29

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 171 98 73

イ 特 定 用 途 を 含 む 複 合 用 途 対 象 物 53 49 4

ロ 前 イ 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物 22 18 4

17 文 化 財 に 指 定 さ れ た 建 造 物 10 7 3

5

3

6

9

（単位：棟）

12

13

４　町別の防火対象物数

 (平成２9年１２月３１日現在）

16

　項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　別

1

2

合 計
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（単位：棟）

３階 ４階 ５階

53 24 3

イ 劇 場 等

ロ 公 会 堂 等 2

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店

4 店 舗 等

イ 旅 館 等

ロ 共 同 住 宅 18 14 1

イ 病 院 等 3 1

ロ（１） 老 人 短 期 入 所 施 設 等 1

ロ（５） 障 害 者 支 援 施 設 等

ハ（１） 老人デイサービスセンター等 1

ハ（３） 保 育 所 等

ハ（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

ハ（５） 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等

二 幼 稚 園 等 1

7 学 校 12 3

8 図 書 館 等 1

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場 1

10 停 車 場

11 神 社 ・ 寺 院 等

イ 工 場 ・ 作 業 場 4

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等

14 倉 庫

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 8 2

イ 特定用途を含む複合用途対象物 5

ロ 前 イ 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物 1 1

17 文 化 財 に 指 定 さ れ た 建 造 物

9

6

12

５　中高層建築物の現況                             　　　　　　　　

16

　項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　階　別

1

2

3

5

13

(平成２9年１２月３１日現在）

合 計
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消防法第８条
適用

防火対象物

防火管理者
選任

防火対象物

消防計画
届出

防火対象物

261 236 237

イ 劇 場 等

ロ 公 会 堂 等 36 31 31

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等 4 4 4

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等 1 1 1

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 19 15 14

4 店 舗 等 45 41 41

イ 旅 館 等 3 2 2

ロ 共 同 住 宅 7 7 7

イ 病 院 等 7 7 7

ロ（１） 老 人 短 期 入 所 施 設 等 13 13 13

ロ（５） 障 害 者 支 援 施 設 等 1 1 1

ハ（１） 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 5 5 5

ハ（３） 保 育 所 等 14 14 14

ハ（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等 2 2 2

ハ（５） 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等 3 3 3

二 幼 稚 園 等 5 5 5

7 学 校 17 15 15

8 図 書 館 等 2 2 2

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場 1 1 1

10 停 車 場

11 神 社 ・ 寺 院 等 10 7 8

イ 工 場 ・ 作 業 場 25 24 25

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等

14 倉 庫

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 16 15 15

イ 特 定 用 途 を 含 む 複 合 用 途 対 象 物 23 20 21

ロ 前 イ 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物 2 1

17 文 化 財 に 指 定 さ れ た 建 造 物

６　防火管理者選任状況

3

5

13

　　　　　　　　　　                                        区　別
　項　目

合 計

9

（平成２9年１２月３１日現在）

1

2

6

12

16
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査
察
件
数

査
察
人
員

査
察
件
数

査
察
人
員

査
察
件
数

査
察
人
員

524 1,364 200 479 324 885

イ 劇 場 等

ロ 公 会 堂 等 26 66 11 24 15 42

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等 4 9 4 9

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 6 15 3 6 3 9

4 店 舗 等 23 60 11 29 12 31

イ 旅 館 等 13 36 3 6 10 30

ロ 共 同 住 宅 41 116 15 38 26 78

イ 病 院 等 14 37 5 11 9 26

ロ（１） 老 人 短 期 入 所 施 設 等 18 44 13 32 5 12

ロ（５） 障 害 者 支 援 施 設 等 1 2 1 2

ハ（１） 老人デイサービスセンター等 11 28 4 10 7 18

ハ（３） 保 育 所 等 4 10 3 7 1 3

ハ（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

ハ（５） 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等 2 6 2 6

二 幼 稚 園 等 7 16 7 16

7 学 校 48 109 33 73 15 36

8 図 書 館 等 2 4 2 4

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場

10 停 車 場

11 神 社 ・ 寺 院 等 6 18 1 3 5 15

イ 工 場 ・ 作 業 場 126 333 43 108 83 225

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等 6 16 6 16

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等

14 倉 庫 46 119 11 25 35 94

15 前各項に該当しない事業所 93 254 23 59 70 195

イ 特定用途を含む複合用途対象物 20 49 15 35 5 14

ロ 前イ以外の複合用途対象物 6 15 1 2 5 13

17 文化財に指定された建造物 1 2 1 2

13

16

７　防火対象物査察実施件数

署　　　　　　別

　　　　　　　　　　                 査察件数・人員

　項　　目

合 計

3

5

1

2

（平成２9年１２月３１日現在）

計

12

山元分署亘理消防署

6

9
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

2 1 1 1 5

2 1 1 4

1 1

1 1 2 1 2 7

1 1 1 2 1 2 1 1 1 11

1 1 2 1 5

2 1 2 1 6

1 3 8 2 4 4 1 5 3 5 3 39

有機過
酸化物

99,973

施設数
第五類

23

1

22

4

47

1

22

1

250

28

23

172

25097,405

144,000

14,515

5,650

2,860

16,008

253,700

8,000

267,300

合 計 1,886,779

第2
石油類

第1
石油類

258,000

239,525

2,400

860,776

31,400

224,970

10

299,100

106,000

74,600

87,350

200

33,291

576

576,976

一 般 取 扱 所

移動タンク貯蔵所

設置

完成検査申請

10

657,043

46,000

８　危険物事務取扱状況

９　危険物施設貯蔵取扱数量状況

屋 内 貯 蔵 所

簡易タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

4,990

変更

許

可

申

請

製造所
設置

第二種販売取扱所

屋内タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

第一種販売取扱所

 　　　　　　　　　月別
　区分

貯蔵所
変更

取扱所
設置

屋外タンク貯蔵所

製造所

貯蔵所

計

取扱所

水 張 ・ 水 圧 検 査 申 請

製 造 所

アルコール
類

4,990

5,000

第    四    類

仮貯蔵・仮取扱承認申請

  　　　　　 種  類

製造所等の区分

(単位：ℓ、第五類はkg )

変更

1,039,728

第3
石油類

167,025

第4
石油類

仮 使 用 承 認 申 請
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亘 理 町 16 23 1 12 19 2 15 1 14 103

山 元 町 7 5 10 1 28 2 7 9 69

合 計 23 28 1 22 1 47 4 22 1 23 172

立 入 検 査
対 象 施 設 数

立 入 検 査
実 施 数

3 10 1 17 2 47 2 21 1 20 124

　　　　    月別
工事別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

新 築 9 16 13 3 8 6 10 11 10 14 7 5 112

増 築 2 2 2 1 1 3 1 12

改 築

移 転

用 途 変 更

そ の 他

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

１２　液化石油ガス販売施設状況

１３　月別の建築確認申請処理状況

１０　町別の危険物施設設置状況

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

１１　危険物施設立入検査実施件数

一

般

取

扱

所

合

計

第
一
種
販
売
取
扱
所

給

油

取

扱

所

　　　    区分

   町別

第
二
種
販
売
取
扱
所

製

造

所

屋

内

貯

蔵

所

屋

内

貯

蔵

所

製

造

所

12518

吉　田荒　浜

第
二
種
販
売
取
扱
所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

亘　理　町

　　　    区分

　項目

        　 　    地区別
　計

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

亘　理

一

般

取

扱

所

4 5

山　下逢　隈

山　元　町

合

計

第
一
種
販
売
取
扱
所

1

坂　元

23 28 1 22 1

（平成２９年１２月３１日現在）

（平成２９年１２月３１日現在）

（平成２９年１２月３１日現在）

17247 4 22 1 23
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

6 3 5 5 1 1 1 1 2 1 4 30

3 8 6 5 3 5 1 6 4 41

1 2 3 1 5 2 2 3 3 2 1 25

13 21 28 27 26 29 21 13 16 26 22 21 263

2 3 5 17 10 6 7 3 4 2 8 67

2 2 6 16 6 5 7 3 4 2 5 58

3 2 2 4 11

1 1 3 6 1 1 3 16

1 1 1 5 1 3 3 2 7 4 28

2 7 1 1 3 2 1 1 2 20

2 1 1 2 2 8

20 43 83 45 9 11 9 4 8 15 78 101 426

7 22 22 3 7 14 7 11 16 9 14 8 140

4 2 6

2 4 2 4 4 3 3 2 24

90

平成25年

95

223

112

221

126

平成23年 平成24年

43

平成29年

66

58

124206

平成28年

66

140

112

79

１４　年別の建築確認申請処理状況

合　計 新　築 増　築 改　築

平成27年平成26年

235 191

その他用途変更移　転

58 55

12124 112

3

防 火 管 理 者
選 任 ・ 解 任 届 出

炉・ヒートポンプ・
ボ イ ラ ー 設 置 届 出

　　　　　          月別
種別

消 防 用 設 備 等
着 工 届 出

消 防 用 設 備 等
点 検 報 告

消 防 計 画 書 届 出

消 防 用 設 備 等
設 置 届 出

防 火 対 象 物
使 用 開 始 届 出

燃 料 電 池 発 電

・ 発 電 ・ 変 電 ・ 3 1

煙 火 打 上 げ ・
仕 掛 け 届 出

合　計

水 素 ガ ス を 充 填
す る 気 球 の 届 出

蓄 電 池 設 置 届 出

火 薬 類 取 締 り
関 係 届 出

圧 縮 ア セ チ レ ン
ガ ス 等 の 届 出

保 安 監 督 者
選 任 ・ 解 任 届 出

少 量 危 険 物 ・
指 定 可 燃 物 届 出

火 煙 発 生 届 出

道 路 工 事 届 出

１５　町別の建築同意件数

１６　各種届出処理状況

山　元　町

防 火 対 象 物
定 期 点 検 報 告

　　　　　年別
町別

亘　理　町

山　元　町

合　計

　　　  工事別
町別

亘　理　町 66 57 9

1

47

95 123

128

2 192 1 2 3 3 1
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223

(平成29年4月1日現在)

設立年月日

783

平成10年4月23日

10 1,670山　下

亘　理

会員数（人）名　　称

坂　元

１９　亘理地区防災安全協会設置状況

山
元
町

15 1,731

亘理地区防災安全協会

荒　浜

7

3,332

11,782

3,72420

5

※クラブ数は、平成２9年4月１日現在において活動しているクラブの数

吉　田

　　　　　　　　　　　区　分
　地区別

計

亘
理
町

72

逢　隈 15

会員数(人)

クラブ員数(人)

542

7

計

亘　理　町 316

(平成29年4月1日現在)

１８　婦人防火クラブ加入状況

クラブ数

１７　幼年消防クラブ加入状況

クラブ設置数
　　　　　　　　　    　区　分
　町　別

10

(平成29年4月1日現在)

山　元　町

518

3 202
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